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 要  旨 
電子機器の小型軽量化が進み，その構造部材としてマイクロマテリアルの需要が増加している．
機器の設計・製造にはマイクロマテリアルの機械的特性を把握する必要がある．しかしながら JIS
等でマイクロマテリアルの試験方法は確立されておらず研究者により試験方法及び試験片形状が
異なり，マイクロマテリアルの機械的特性のデータが不足しているのが現状である． 
よって本研究では，微小荷重用試験装置 Tytron250 を用いて，今後の需要が見込まれる C1020
無酸素銅の引張試験を行った．その結果から，機械的特性に及ぼす試験片形状，圧延方向，試験
方法の影響を調査し，マイクロテスティングにおける試験片形状及び試験方法についての検討を
行った．また，微小押込み試験を行い，引張試験で用いた極薄板材のヤング率の算出を行い，引
張試験の結果と比較した．これらの結果より以下の結言を得た． 
 
1. ヤング率 E に及ぼす板厚 t の影響を調査した結果，板厚 t=10,20,50,80μm のヤング率 E は 110
～118GPa とおおむね等しい値となったが，板厚 t=500,1000μm ではそれよりも若干低い傾向が見
られた． 
2. ヤング率 Eに及ぼす板幅 W，標点間距離 GLの影響を調査した結果，板厚 t=20μm の試験片で
板幅 W=0.2～5mm，標点間距離 GL=10～50mm の範囲ではヤング率 Eはほとんど変化せず，板幅
W及び標点間距離 GLの影響は見られなかった． 
3. ヤング率 E及び引張強度σBに及ぼす圧延方向の影響を調査した結果，板厚 t=20μm の試験片で
は圧延方向によらずヤング率E及び引張強度σBはほとんど変化がなく異方性の影響が小さいと考
えられる． 
4.ヤング率 E 及び引張強度σBに及ぼす板材の影響を調査した結果，板厚 t=20μm の試験片ではヤ
ング率 E は板材によらず 110GPa 程度でおおむね等しい値となったが引張強度σBは板材によって
差異が生じた． 
5. 超微小押込み試験によって求めた板厚 t=20,50,80μm のヤング率 E は 110～116GPa となり，引
張試験によって求めたヤング率 Eとおおむね一致することがわかった．しかし，板厚 t=500,1000μm
の場合，超微小押込み試験から求めたヤング率 Eは引張試験によって求めたヤング率 Eよりも若
干大きな値を示した．  
 
